
 

                 

 

世田谷区民合唱団  団員の皆さま 

 

 新型コロナウイルスの蔓延で、不安な日々が続いておりますが、皆様お元気でお過ご

しでしょうか？ 

 あんなに一生懸命練習した第九の本番が突然中止になり、さらにその後の練習もでき

なくなってしまいました。 

 そんな中、運営委員長の神保さんから、自宅での練習にあたってのアドバイスをいた

だきたいとの前向きなメールをいただきました。複数の団員からも指針があると練習の

励みになり目標がみえやすいとの要望があるとのこと、私もこのメールに刺激され、皆

さんの自主練に少しでもプラスになるようなアドバイスができればと思い、書き進める

ことにいたしました。 

 ドイツ語の発音（カタカナ表記）、逐語訳、対訳はすでに皆さんの手元に届いている

と思います。 

クレッシェンド、デクレッシェンドは譜面に従ってください。 

息継ぎ（ブレス）はカンマの場所を基本としてください。 
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ブラームス作曲 ドイツ・レクイエム 

第１楽章 

  ヘ長調  テンポ《かなりゆっくりと、そして表情をつけて》 

        オーケストラと共演する場合は♩＝６０くらい 

        ピアノ伴奏の場合は♩＝６５くらい 

合唱の出だし “Selig sind” と歌いだすときのソプラノの進行は音名で f→a→b (移動ドの

階名ではド→ミ→ファ)は全体の基本モチーフとなっています。アルトの出だしは移動ドの

階名で、ミ→bシ→ラ、テノールはソ→ソ→ファ。バスはド→ド→ドです。 

P,4 の４７小節目から、変ニ長調に転調していますので、バスはソ→ファ→ファ→ミ→ド→

シ、テノールはミ→レ→レ→ド→ｂラ→ソ、アルトはレ→ファ→ミ→ミ→レ→ド→シ、ソプ

ラノは５１小節目からソ→ソ→ソ→♯ソ→ラ→ド→ソ→ファ、となります。 

P.6 の６５小節目から再びヘ長調に戻ります。 

P.6 の７９小節目から再び変ニ長調に転調します。 

P.8 の１０２小節目から再びヘ長調に戻ります。 

 

第２楽章 

  変ロ短調  テンポ《ゆっくりと、行進曲ふうに》 

第１楽章と同じくらいに（♩＝６０） 

P.12 の２３小節のアウフタクトは、アルト、テノール、バスがユニゾンで、ラ→ラ→シ→

ド→bシ→ラ→♮シ→ミ、です。 

３４小節のアウフタクトからヘ長調に転調。ソプラノはミ→ファ→ミ→ファ→ソ→ミ、アル

トはド→レ→ド→レ→ミ→ド、となります。 

P.１３の５５小節のアウフタクトから再び変ロ短調。 

P,１３の６６小節のアウフタクトから変ロ長調に転調。アルトはミ→ファ→ミ→ファ→ソ→

ミ、テノールはド→レ→ド→レ→ミ→ド、バスは６９小節からファ→ファ→ファ→ファ→フ

ァ→ファ→ド→ド、です。 

P.１４の７５小節のアウフタクトから調号どおり変ト長調になり、ソプラノはミ→ミ→ド→

ミ→ソ→レ、アルトはミ→ド→ソ→ド→レ→シ→レ、テノールはミ→ソ→ミ→ソ→ソ→ソ、

バスはド→シ→ソ→シ→ド→ソ→ドとなります。テンポは♩＝♪となり♩＝１２０となり

ます。 

P.１５の９６小節から変ロ長調に転調。 

P.１５の１０４小節のアウフタクトから変ト長調に戻ります。 
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P.１６の１２６小節のアウフタクトからテンポ・プリモ♩＝６０に戻ります。 

P.１９の１９０小節のアウフタクトから変ロ長調に転調。 

P.２０の２０６小節目から《あまり速すぎないで》は♩＝１２０くらい 

P.２１の２３３小節からヘ長調に転調。 

P.２３の２６１小節のアウフタクトから変ト長調。 

P.２３の２６９小節から変ロ長調に戻ります。 

P.２６の３０３小節から《穏やかに》となり、テンポはやや遅くなります。 

 

第３楽章 

  ニ短調  アンダンテ・モデラート 

バリトンのソロで始まります。 

後半はフーガとなり、壮大に終わります。 

P.２８の１７小節から全てのパートがミから始まります。 

P.３０の４８小節から変ロ長調に転調。 

P.３０の５６小節からニ短調に戻る。 

P.３２の８５小節からホ長調に転調。 

ソプラノはドから、アルトはラから、テノールとバスはミから始まります。 

P.３２の９０小節からニ短調に戻る。 

P.３５の１４２小節からニ長調に移行していくので、ニ長調読みに変換する方 

が取りやすいと思います。 

ソプラノ、テノール、バスはソから、アルトはドから始まります。 

Ｐ.３７の１６４小節から、調号どおりニ長調になります。 

P.３８の１７３小節から２分の４拍子になり、2 分音符のかたまりが 4 つと感じてくださ

い。4 つ振りで進行します。 

P.４０の１８７小節の４拍目（２分の４拍子）からト長調に転調。 

全パートがドから始まりますが、ソプラノは（kei）から、アルトは（der）から、テノール

とバスは（sie）からです。 

P.４１の１９０小節からニ短調に転調。 

P.４２の１９６小節のバスからイ長調に転調。 

バスとアルトはド、テノールとソプラノはファから始まります。テノールとバスは１９６小

節の（der）から、ソプラノとアルトは１９８小節の（der）からです。 

P.４３の２０２小節からト長調に転調して、この調が終わりまで続きます。 
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第４楽章 

第４楽章は、天国の幸福感や憧れに満ちた音楽に仕上がっています。 

変ホ長調 Ｍäßig bewegt (メッスィッヒ・ベヴェークト)は、《やや動きをもって》という意

味。♩＝１１０ 

Ｓｏｐ.は ド→ミ→ファ→ソ→ラ→ド→レ→ド→シ 

Ａｌｔ.は ド→ド→ド→ミ→ド→ミ→ファ→ミ→ファ 

Ｔｅｎ.は ソ→ド→シ→ラ→ソ→ミ→ラ→ソ→ソ→ソ 

Ｂａｓ.は ミ→ド→ラ→シ→ド→レ→ミ→ド→シ   

２５小節のアウフタクトから、変ロ長調に転調。Ａｌｔ.は ソ→ミ→レ→シ→ド 

３３小節のアウフタクトから、Ｂａｓ.が ソ→ミ→レ→シ→ド→ラ→シと入る。 

３５小節のアウフタクトからＳｏｐ.が シ→ミ→レ→シ→ド 

Ａｌｔ.は ＃ソ→ラ→＃ファ→＃ソ→ミ と入ります。 

４５小節から変ロ短調に転調。 

５８小節から変ホ長調に戻ります。 

６６小節のアウフタクトからト短調に転調。 

７０小節から変ト長調に転調。 

７６小節からヘ長調に転調。 

８０小節から変ホ短に戻り最後まで。 

 

１２４小節からフーガとなり、テンポはやや速く。8 分音符をかために、４分音符は朗々と

歌います。 

 

第 5 楽章 

ここで初めて、ソプラノ独唱が加わる。悲しみを負う人は幸いである、という主張がまた表

面に出てくる。 

この楽章で母のことが合唱で歌われるが、そこに母性愛的なやさしさが表現されているの

は、ブラームスの母の死と無関係ではないといわれている。 

ト長調、Langsam (ラングサム)とは《ゆっくり》という意味。♩＝５０ 

１８小節からニ長調に転調。Ｓｏｐ.は ミ→ソ→ド→シ→ラ→ソ→ミ→レ 

Ａｌｔ.は ド→シ→ド→レ→ミ→ファ→ド→シ 

Ｔｅｎ.は ミ→ファ→ソ→シ→ド→ソ→ソ 

Ｂａｓ.は ド→レ→ミ→ソ→ファ→ミ→ド→ソ 

２７小節のソプラノ独唱から変ロ長調 
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３３小節からロ長調に転調する。 

３５小節のアウフタクトのＴｅｎ.は ソ→ミ→レ→レ→ミ→ド→シ→ラ 

Ｂａｓ.は ソ→ド→シ→シ→ド→ラ→ド 

３６小節のアウフタクトのＳｏｐ.は ♭ミ→ド→シ→シ→ド→ラ→ソ→ファ→ミ 

Ａｌｔ.は ド→ラ→＃ソ→＃ソ→ラ→ファ→ミ→レ→ド 

４２小節のソプラノ独唱からニ長調に転調するので、４４小節のアウフタクトの 

Ｔｅｎ.は ソ→ミ→レ→レ→ミ→ド→シ→ラ、 

Ｂａｓ.は ソ→ド→シ→シ→ド→ラ→ド 

４５小節のアウフタクトのＳｏｐ.は ド→ラ→＃ソ→＃ソ→ラ→ラ→ソ→ファ→ミ 

Ａｌｔ.は ♭ミ→ド→シ→シ→ド→ファ→ミ→レ→ド 

６１小節のアウフタクトのソプラノ独唱から調号どおりト長調となるので、 

６３小節のアウフタクトのＴｅｎ.は ミ→ソ→ド→シ→ラ→ソ→ミ→レ 

６５小節のアウフタクトのＳｏｐ.は ミ→ソ→ド→シ→ラ→ソ→ミ→レ 

            Ａｌｔ.は ソ→ド→ド→ド→シ 

            Ｂａｓ.は ド→ソ→ミ→ド→ミ→ソ、 最後までこの読み方 

 

第６楽章 

ハ短調  

アンダンテ♩＝６５ ― ヴィヴァーチェ♩＝１３０ ― アレグロ♩＝１２０ 

圧倒的な表現が見事なこの第 6 楽章は、ドイツ・レクイエムの中でも最もドラマティック

な曲。さまようような足取りで「地上に永遠にいることはできない」と合唱が歌い、その後

バリトン独唱に導かれてレクイエムの「怒りの日」に相当する壮絶な部分へと突入。そして

死に勝利した喜びと主への感謝が明るいハ長調のフーガで表現されている。 

 

調号どおりハ短調で始まり、３２小節から嬰ヘ短調に転調。 

３４小節のアウフタクトのバリトン独唱は、ミ→ラ→シ→ド→ミ→ファ→ミ→ド 

４０小節のＳｏｐ.は ド→ド  

Ａｌｔ.は ラ→ラ、 

Ｔｅｎ.は ド→ド、 

Ｂａｓ.は ラ→ラ 

テンポはここから少し速くなり♩＝７０ 

６７小節からテンポはさらに速くなり（♩＝８０） 

７２小節からハ短調に転調。 

－5－ 



 

                 

 

 

８２小節のヴィヴァーチェは♩＝１３０ 

８７小節の 2拍目から転調が連続するので、固定ドで読んでください。 

９９小節からハ短調に落ち着きます。 

１２８小節のアウフタクトからも固定ドの方が音を取りやすいです。 

１４６小節からハ短調に落ち着きます。 

１５２小節から固定ドに読み（ちなみに１５２小節は嬰ハ短調、１５３小節は嬰ハ長調、１

５５小節はニ短調、１５６小節は変ニ短調、１５７小節は変ホ長調、１５９小節はイ短調） 

１６９小節からハ短調に落ち着きます。 

１９２小節からヘ短調、１９６小節からホ長調、２０１小節からハ長調 

２０８小節からテンポは、アッレーグロ（2 分音符＝１２０）となり、２つ振りする指揮者

がほとんどです。（全音符＝６０） 

２３５小節のＢａｓ.は変ホ長調読み。 

Ｔｅｎ.は２３６小節から変ホ長調読み。 

Ａｌｔ.は２３８小節から変ホ長調読み。ここから４つ振りになります（2分音符＝120） 

２４１小節のＳｏｐ．からハ長調に戻ります。 

２６１小節のアウフタクトからニ長調に転調。 

２６７小節のアウフタクトのＢａｓ.からハ長調読み（固定ド）にします。 

２９０小節のＴｅｎ.から２つ振りとなり、テンポはやや遅くなります。 

３０４小節から４つ振りになります。 

３１４小節からｒｉｔ. ３１６小節のＡｌｔ.からａ ｔｅｍｐｏで２つ振り。 

３３０小節から４つ振り。 

３４５小節のアウフタクトからテンポをＰｅｓａｎｔｅ（重々しく）して 

３４７小節からｒｉｔ．して最後の小節は、たっぷりと延ばして終わります。 
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第 7 楽章 

ヘ長調 Feierlich(ファイアリッヒ) 《荘重に》という意味。テンポは♩＝６０ 

この第 7 楽章は、劇的な第 6 楽章とは対照的に、永遠の安らぎが表現された崇高で天国的

な音楽となっている。昇天された人々の平和が幾度となく祈るように歌われる。ここでは死

者に対する救済もあるが、それよりも残された者に対する慰めが表現されている。やがて第

1 楽章の音楽が戻り、全曲が循環するかのように結ばれている。 

２小節目のＳｏｐ.はヘ長調で、     ド→ラ→ソ→ファ→ミ→ソ→ラ→ソ 

１０小節目のＢａｓ.はハ長調に転調して、ド→ラ→ソ→ファ→ミ→ソ→ラ→ソ 

とＳｏｐ.と同じテーマを歌う。 

１８小節もハ長調読み。 

４８小節からイ長調に転調。 

４９小節のＴｅｎ.はソ→ミ→♭シ→ラ 

５０小節のアウフタクトのＳｏｐ.は ソ→ミ→ファ→ソ 

５０小節のＡｌｔ.は ド→レ→ミ、 

Ｂａｓ.は ド→ド 

５９小節からホ長調に転調。Ｓｏｐ.はソ→ソ 

６０小節のＡｌｔ.は ド→ド、 

Ｔｅｎ.は ミ→ソ、 

Ｂａｓ.は ド→ミ 

８４小節のアウフタクトのＳｏｐ.から変イ長調に転調するので、ソ→ミ→ファ→ソ 

            Ａｌｔ.は ミ→ド→レ→ミ 

８８小節のアウフタクトのＴｅｎ.から調号どおりイ長調になって、ソ→ミ→ファ→ソ 

            Ｂａｓ.は ミ→ド→レ→ミ 

１０２小節から調号どおりヘ長調。 

１３２小節の２拍目のＡｌｔ.から変ホ長調に転調し、ド→ド→ド→ラ→ミ→シ→ド 

１３５小節のＴｅｎ.は ド→ラ→ファ→レ→ソ→ソ→ド 

１３７小節のＳｏｐ.は ド→ミ→ソ、 

Ｂａｓ.は ド→ド→＃ド→→レ 

１３９小節から調号どおりヘ長調。 

１４２小節から変ニ長調に転調するので、１４３小節のＳｏｐ.は ド→ミ→ファ 

                         Ａｌｔ.は ソ→♭シ→ラ 

                         Ｔｅｎ.は ミ→ド→ド 

                   １４５小節のＢａｓ.は ド→→ド→シ 

１４７小節のＡｌｔ.から調号どおりヘ長調に戻り、そのまま最後までヘ長調で終わります。 

－7－ 



 

                 

 

 

以上、大まかな転調を書きました。これを機に移動ド読みにチャレンジしてみてくださ

い。このブラームスのレクイエムは、３大レクイエムで用いられている（モーツァルト、

フォーレ、ヴェルディ）ラテン語とはちがい、マルティン・ル 

ターによるドイツ語訳聖書から抜粋されたものです。１８５６年、恩師のロベル 

ト・シューマンの死去によって作曲を始めるも、第２曲目で中断。その１０年後の１８

６５年、ブラームスの母親の死去が作曲の再開につながったとされています。自分の身

近で最愛の 2 人のために書かれた曲ですが、今では全人類の宝のような存在になってい

ます。 
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